
問

藤
島
こ
り
す
保
育
園

の
指
定
管
理
が
提
案
さ
れ

て
い
る
が
、
申
請
の
あ
っ

た
法
人
、
選
定
の
判
断
基

準
、
選
定
に
至
っ
た
理
由

に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長

本
市
の

行
財
政
改
革
大
綱
実
施
計

画
に
基
づ
き
、
民
営
化
を

内
部
で
検
討
し
て
き
た

が
、
こ
の
４
月
か
ら
関
係

機
関
や
保
護
者
に
説
明
会

を
開
催
し
、
６
月

日
に

24

募
集
の
公
告
を
行
っ
た
。

募
集
は
、
市
内
の
社
会

福
祉
法
人
と
認
定
こ
ど
も

園
を
運
営
す
る
学
校
法
人

を
指
定
し
案
内
し
た
。

７
月

日
に
締
め
切

28

り
、
２
法
人
か
ら
申
請
が

あ
り
、
８
月
６
日
に
市
指

定
管
理
者
選
定
委
員
会
を

開
き
、
社
会
福
祉
法
人
ふ

じ
の
里
が
適
当
で
あ
る
と

決
定
し
た
。

選
定
の
判
断
基
準
に
つ

い
て
は
、
法
人
の
経
営
基

盤
、
財
政
状
況
、
類
似
事

業
の
実
績
、
基
本
理
念
と

方
針
、
運
営
や
管
理
内
容
、

収
支
計
画
、
職
員
配
置
計

画
な
ど
全

項
目
に
つ
い

28

て
４
段
階
の
評
価
点
を
つ

け
、
総
合
的
な
評
価
を
行

い
選
定
し
た
。

問

も
う
一
つ
の
法
人

は
、
藤
島
町
発
足
以
来
、

年
間
も
住
民
の
保
育
を

60支
え
て
き
た
法
人
だ
が
、

な
ぜ
保
育
実
績
の
な
い
法

人
が
選
定
さ
れ
た
の
か
。

そ
の
判
断
基
準
は
何
か
。

健
康
福
祉
部
長

処
遇
の

問
題
も
考
慮
し
、
経
営
基

盤
や
財
政
力
を
重
視
し
た

結
果
で
は
な
い
か
。

保
育
士
異
動
は
児
童
へ

の
影
響
大
、
対
策
は

問

民
営
化
へ
移
行
に
伴

い
保
育
士
の
大
き
な
異
動

が
生
じ
る
が
、
児
童
に
と

っ
て
先
生
が
替
わ
る
こ
と

に
よ
る
影
響
は
大
き
い
。

保
護
者
の
最
大
の
心
配
が

そ
こ
に
あ
る
。
そ
の
対
策

は
あ
る
か
。

健
康
福
祉
部
長

民
営
化

で
は
、
保
護
者
や
子
ど
も

に
と
っ
て
大
き
な
不
安
を

解
消
す
る
た
め
に
配
慮
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

を
し
、
現
在
勤
務
し
て
い

る
臨
時
職
員
の
継
続
雇
用

の
方
針
を
示
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

３
回
の
保
護
者
説
明
会

で
は
、
市
職
員
の
派
遣
が

要
望
さ
れ
て
お
り
、
保
育

の
継
続
性
と
と
も
に
不
安

を
解
消
す
る
た
め
に
十
分

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

市
は
「
お
願
い
」
だ

け
な
の
か
。

市
が
責
任
を
持
っ
て
保

護
者
の
不
安
に
応
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

保
育
は

自
治
体
の
義
務
な
の
で
や

る
べ
き
こ
と
は
や
る
が
、

民
間
の
創
意
工
夫
や
熱
意

も
必
要
な
の
で
、
保
護
者

の
意
向
に
添
う
よ
う
で
き

る
だ
け
努
力
し
た
い
。

問

保
育
の
民
営
化
は
藤

島
地
域
で
は
誰
も
望
ん
で

い
な
い
。

市
の
行
革
方
針
を
押
し

つ
け
、
藤
島
の
子
育
て
を

藤
島
地
域
で
決
め
ら
れ
な

く
て
よ
い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

そ
の
質

問
に
は
私
の
範
囲
内
で
は

答
え
ら
れ
な
い
。

大
規
模
保
育
園
に
対

す
る
特
別
の
支
援
策
は

問

定
員
２
２
０
名
の
県

下
一
の
大
規
模
保
育
園
で

あ
り
、
現
在
で
も
保
育
の

困
難
性
が
大
き
い
。

民
営
化
後
の
大
規
模
保

育
園
に
対
す
る
委
託
料
や

行
政
支
援
の
あ
り
方
な
ど

特
別
の
対
策
は
あ
る
か
。

健
康
福
祉
部
長

国
の
児

童
１
人
当
た
り
の
公
定
価

格
は
定
員
規
模
で
定
め
ら

れ
、
大
規
模
に
な
る
ほ
ど

低
く
抑
え
ら
れ
る
が
、
市

が
特
別
の
支
援
を
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

藤
島
地
域
の
児
童
数
は

２
年
後
に
は
１
７
０
人
を

下
回
る
と
予
想
さ
れ
、
定

員
を
引
き
下
げ
る
な
ど
の

対
応
は
可
能
で
、
そ
の
場

合
、
児
童
１
人
当
た
り
の

単
価
は
高
く
な
る
。
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菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

４
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
加
藤
鉱
一
議
員
は
①
藤
島
こ
り
す
保
育
園

の
民
営
化
、
②
敬
老
事
業
に
お
け
る
補
助
金
統
一
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

保
育
園
指
定
管
理
者
選
定
は
適
正
か
？

安倍政権による戦争法案の強行突破を前にした９日夕方、

鶴岡公園やすらぎ広場で「『戦争法案』に反対し、廃案を求め

る」市民集会を開催。約３００人が集結して法案の廃案を訴

え、市内をデモ行進しました。

敬
老
会
補
助
金
統
一
は
福
祉
増
進
に
反
す
る

問

旧
町
村
に
お
い
て
敬

老
会
の
重
要
性
が
大
き

く
、
行
政
が
主
催
し
、
公

費
負
担
を
確
保
し
て
盛
大

に
行
っ
て
き
た
。

鶴
岡
市
と
し
て
は
平
成

年
度
に
対
象
年
齢
を

24

75

歳
以
上
に
、
公
費
負
担
方

式
を
補
助
金
に
統
一
し
た

が
、
過
去
の
経
緯
を
踏
ま

え
、
補
助
金
額
に
つ
い
て

は
旧
町
村
で
異
な
る
額
を

継
続
し
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
の
旧
町
村
の

敬
老
会
に
つ
い
て
ど
う
評

価
し
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長

多
年
に

わ
た
り
社
会
に
貢
献
し
て

き
た
高
齢
者
を
敬
い
長
寿

を
お
祝
い
す
る
目
的
で
開

催
さ
れ
て
き
た
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）



鶴
岡
民
主
商
工
会
婦
人

部
（
石
川
豊
子
部
長
）
か

ら
提
出
さ
れ
た
「
所
得
税

法
第

条
の
廃
止
を
求
め

56

る
請
願
」
が
、
９
日
の
鶴

岡
市
議
会
総
務
常
任
委
員

会
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
は
、
中
小
業
者
の

家
族
従
業
者
の
「
自
家
労

賃
」
を
、
所
得
税
法
第
56

条
が
「
事
業
主
の
配
偶
者

と
そ
の
親
族
が
従
事
し
た

と
き
、
対
価
の
支
払
い
は

必
要
経
費
に
算
入
し
な

い
」
と
認
め
て
お
ら
ず
、

人
権
保
障
の
た
め
に
も
こ

の
規
定
の
廃
止
を
求
め

る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

青
色
申
告
で
は
「
自
家

労
賃
の
経
費
算
入
」
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
昨

年
１
月
か
ら
白
色
申
告
者

を
含
む
全
事
業
者
に
帳
簿

記
帳
が
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り
、
青
色
と
白
色
で
差

を
つ
け
る
制
度
自
体
が
矛

盾
し
て
い
ま
す
。

紹
介
議
員
に
対
し
て
税

法
上
の
扱
い
や
、
青
色
申

告
と
の
違
い
な
ど
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
、
出
席
し

た
菅
井
巌
議
員
は
「
申
告

の
違
い
で
差
別
す
る
こ
と

は
、
憲
法
か
ら
い
っ
て
も

人
権
平
等
に
欠
け
る
も
の

だ
」
述
べ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
加
藤
鉱

一
議
員
は
「
政
府
は

条
56

廃
止
に
向
け
た
検
討
を
始

め
て
い
る
。
そ
れ
を
後
押

し
す
る
た
め
に
も
、
地
方

議
会
か
ら
声
を
上
げ
る
べ

き
だ
」
と
賛
成
討
論
し
ま

し
た
。

採
決
の
結
果
、
共
産
党

市
議
団
と
市
民
ク
ラ
ブ
の

３
人
が
賛
成
、
新
政
ク
ラ

ブ
の
３
人
が
反
対
で
同
数

と
な
り
、
佐
藤
博
幸
委
員

長
（
新
政
ク
）
の
裁
決
で

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

日
の
本
会
議
で
、
議

24
会
と
し
て
の
賛
否
が
示
さ

れ
ま
す
。

全
国
で
は
約
４
０
０
自

治
体
が

条
廃
止
の
意
見

56

書
を
上
げ
て
い
ま
す
。

雨水事務室入札結果（ ）内は予定価格
9月11日入札分

・市公共下水道事業 雨水日枝第3幹線新設工事（日枝地内）
笠原建設工業（株） 49,500,000円（51,108,000円）工期～28/3/31（落札率96.9％）
・市公共下水道事業 雨水茅原第1幹線新設工事（宝田三丁目地内）
保留 － （223,016,000円）工期～28/3/31

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
9月11日入札分

・市公共下水道事業 汚水19I152-2～153号路面復旧工事（谷定地内）
日本道路(株)鶴岡工事事務所 12,123,000円（14,031,000円）工期～11/30（落札率86.4％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
9月11日入札分

・宝田三丁目地内径100粍配水管移設工事（宝田三丁目地内）
中止（参加者がなかったため）

9月10日入札分
・高坂配水池非常用発電設備更新工事（高坂地内）
三和メイテック(株) 4,950,000円（5,292,000円）工期～28/3/18（落札率93.5％）

東部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
9月10日入札分

・手向幹線ほか防護柵設置工事（羽黒町手向地内ほか）
(有)マルキン建設 2,000,000円（2,091,000円）工期～10/30（落札率95.6％）

鶴
岡
で
も
世
論
と
運
動
の
発
展

か
い
の
始
ま
り
で
す
。
志
位
委
員
長
は

集
会
や
テ
レ
ビ
討
論
で
「
国
民
の
運
動

は
、
戦
後
か
つ
て
な
い
発
展
を
遂
げ
て

い
る
」
「
日
本
の
未
来
に
と
っ
て
大
き

な
希
望
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

▽
街
頭
宣
伝
を
し
て
い
て
も
、
若
い
方

を
始
め
、
声
援
が
日
増
し
に
増
え
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
８
月
、
９
月

の
行
動(

写
真)

に
も
普
段
の
１
・
５
倍

の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
鶴
岡
で
も
大

き
な
変
化
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
▽
独

裁
政
権
を
倒
し
、
国
民
が
主
人
公
と
な

る
政
治
を
進
め
る
希
望
あ
る
た
た
か
い

に
、
勇
躍
し
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

（
県
議

関

徹
）

▽
政
府
与
党

は
「
参
院
で

戦
争
法
案
に

つ
い
て
の
公

聴
会
を
お
こ

な
い
、
今
週

中
採
決
」
の

考
え
を
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す
。
平
和
主
義
・
立
憲

主
義
・
民
主
主
義
を
踏
み
に
じ
る
法
案

の
採
決
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ
と
で

す
が
、
政
府
・
与
党
が
暴
走
す
る
危
険

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
▽
仮
に
可
決
さ

れ
て
も
た
た
か
い
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。

戦
争
法
廃
止
・
安
倍
政
権
退
陣
の
た
た

（
１
面
の
つ
づ
き
）

地
域
住
民
総
出
の
協
力

で
開
催
さ
れ
、
高
齢
者
に

と
っ
て
は
年
に
１
度
、
一

同
に
集
う
機
会
で
心
待
ち

に
し
て
い
る
大
切
な
行
事

と
認
識
し
て
い
る
。

補
助
金
統
一
は
合
併

推
進
の
説
明
と
真
逆

問

敬
老
会
の
補
助
金
統

一
で
残
さ
れ
た
合
併
調
整

の
課
題
は
ほ
ぼ
完
了
す
る

が
、
合
併
推
進
の
説
明
に

お
け
る
「
サ
ー
ビ
ス
は
高

い
方
へ
、
負
担
は
低
い
方

へ
」
と
は
真
逆
の
結
果
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

「
新
市
の
一
体
感
の
醸

成
」
の
名
の
下
に
旧
町
村

の
福
祉
事
業
を
切
り
下
げ

る
の
は
、
自
治
体
の
使
命

で
あ
る
「
住
民
の
福
祉
の

増
進
」
に
反
し
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

限
ら
れ

た
財
源
の
下
で
福
祉
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

そ
の
見
直
し
や
検
討
は
常

に
行
う
必
要
が
あ
り
、
敬

老
会
補
助
金
の
地
域
間
格

差
是
正
は
そ
の
一
つ
だ
。

団
塊
の
世
代
が
後
期
高

齢
者
と
な
る

年
後
の
人

10

口
予
測
を
踏
ま
え
、
敬
老

会
の
重
要
性
も
考
慮
し
、

安
定
的
に
継
続
で
き
る
よ

う
検
討
し
た
結
果
だ
。

問

統
一
水
準
で
は
、
こ

れ
ま
で
同
様
の
地
区
開
催

が
難
し
く
な
る
が
。

健
康
福
祉
部
長

実
施
で

き
な
い
水
準
だ
と
は
理
解

し
て
い
な
い
。

実
際
に
集
落
や
自
治
会

で
実
施
さ
れ
て
い
る
補
助

金
の
額
に
合
わ
せ
よ
う
と

す
る
も
の
だ
。

問

敬
老
会
を
行

政
が
お
祝
い
し
て

き
た
も
の
が
、
町

内
会
単
位
の
事
業

に
変
わ
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

こ
の
額
で
良
い
敬

老
会
が
で
き
な
い

と
は
考
え
て
い
な

い
。

問

良
い
悪
い
で

は
な
く
、
市
長
が

お
祝
い
す
る
敬
老

会
が
で
き
な
い
の

か
。旧

町
村
に
学
ん

で
鶴
岡
市
が
変
わ

る
べ
き
で
は
。

市
長

補
助
金
統

一
に
つ
い
て
は
そ

の
水
準
で
一
部
地

域
で
や
ら
れ
て
き

た
も
の
で
あ
り
、

進
め
さ
せ
て
頂
く
。

田
川
原
水
協
は
、

日
29

午
後
６
時
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山
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号
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１
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界
大
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ま
す
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く
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参
加
を
と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
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時
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山
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農
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部
で
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18

30


